
１．問題と目的

１.１ はじめに
教員の指導力向上が求められる中、教員採用後の

教師教育は関心が高い。その一つとして、教員とし
ての成長過程を解明し、どのような支援や介入が教
員の適応に寄与するかを明らかにすることは重要と
思われる。特に従来のアンケート形式の調査では解
明できなかった長期的な職業適応プロセスを、質的
研究によって検討し、長期的視点からの教員養成を
効率的かつ有効に行うための基礎的知見を提供する
ことは意義深い。しかしながら当該の目的を検討し
た研究は例が少ない。
本研究はこの問題を解明するため、中学校、高等

学校の美術科教員を対象として、５～20年程度の長
期的な職業適応プロセスについてインタビュー調査
を行った。調査では特に美術系大学を出身とする教
員を対象とした。教員になることへの方向づけが当
初から強くなく、また芸術家として独特のマインド
をもつと考えられる対象者らについて、教員として
の適応プロセス、学校教育に対する姿勢の変化など
を幅広く検討する。

１.２ 教員の職業適応
現在の教育現場が抱える問題として、若年層の教

員が高いストレスにさらされていることが指摘され
て久しい。平成22 年に実施された文部科学省の学
校教員統計調査１では、20 代の本務教員の離職率は

全体で2.5％と、他の世代に比較して圧倒的に高い水
準である。
このことは、若年層の離職率が高いという解釈も

可能であるが、高年齢層では既に離職のリスクが高
い教員が離職後であるため比較的若年層が高いとい
う解釈も成立する。しかしながら以前の学校教員統
計調査との比較から、離職率が増加しているという
統計もあり、総じて若年層の教員の定着率が低くな
りつつあるとみることができよう。
これらの問題は、学校教員という職業に対する個

人の適応が低下していることによると見ることがで
きる。職業適応は、現代の教育現場におけるキャリ
ア発達の大きな課題であり、従来その研究も数多く
なされている。
個人がある職業に就職した後に、その職務に対して
適応しているか、あるいは満足を感じるかについて
の理論として、個人・環境適合理論が知られている
（Swanson&Fouad,1999２；渡辺・ハー，2001３など）。
個人・環境適合理論は、個人の職業における能力や
適性、希望などの諸資源と職業を構成する職務など
の性質を含む個人と仕事環境が一致していれば、職
務に対する適応や満足が得られるとする理論である。
高木ら（2008)４は。個人・環境適合理論をもとに教
師のキャリアに対する適応力と職務に対する葛藤
が、教師の職業ストレスに関与していることを指摘
している。その中で、教員が感じる職務葛藤として、
職場の環境、授業や学級経営、個別の生徒指導に大
きく分けられるとしている。また。キャリア適応力
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についてはスーパーらの研究（Super,et al ., 1988)５

をもとに、キャリア発達の過程の中で。職業に対す
る愛着。希望。信念。責任感などが醸成され、それ
らが適応的に働くと考えている。
松井・柴田（2008)６は。伊田（2005)７の教職志望

動機をもとに、教師の進路決定プロセス及び職業的
アイデンティティとの関連を検討した。伊田や松
井・柴田らは、教職を志望する動機には教師に対す
るイメージの要因と個人的体験の要因の２つがある
としており、教師に対するイメージとして安定志向
（経済的・社会的安定）と自己志向（専門的能力を
活かすことができ。自分のやりたいことができる）、
個人的体験として教育への志向性、学校への愛着、
恩師へのあこがれ、対人的志向性の高さを指摘して
いる。また教師の職業的アイデンティティを形成す
る要因として、教師としての自負、社会貢献、生き
方への自信、教育観の確立があると指摘している。
これらの動機やアイデンティティの高さは、教師と
しての職業適応、すなわち教師としての仕事のやり
がいや生きがい。仕事への満足などに繋がっている
と考えられる。
若年層の離職率の高さを考えるとき、これらの要

因に配慮したキャリア支援、個人の適応の課題に対
する取り組みの支援が重要であると考えられる。

１.３ 美術科教員の適応から見る職業適応
本研究では、美術科教員。特に芸術系大学を卒業

し、学校教員に就職した個人の適応について焦点を
あてた検討を行う。前掲の松井・柴田８(2008）は教
師の進路決定プロセスについて、最初から教員を志
望していた早期決定型、なりたいと思っていた職業
があったが教職に転換した途中変更型、なりゆきで
試験を受けたなりゆき型など、その他直前決定型・
転職型などを挙げている。音楽も含め、芸術系大学
に進学した学生はこれとは別に、実際に芸術家とし
て生活を行うことが困難であるため、生活のために
教員となり、同時に制作や芸術活動の継続を期待す
る「生活の糧型」と言うべき志望を指摘することが
できよう。特に、教員への進路が明示的に示される

教育学部の美術教育コースではなく、芸術家として
方向性を示される芸術系大学においては、この傾向
が特に強い。
松井らの指摘によれば、途中変更型やなりゆき型

は教員としての動機づけが十分ではないため、適応
の程度が低いとされている。ならば美術教員の職業
適応の状態は必ずしも良好ではないと予測される
が、教科種による適応の違いについては具体的な根
拠が示されていない。
逆に、芸術系大学出身の美術科教員がどのように

職業適応を果たしているか検討することにより、有
効な適応への支援の可能性や、キャリア支援におけ
る方法の改善を見出すことができよう。本来、適応
に必要とされる条件が十分ではないタイプの教員も
含め、教員としてのキャリアパスを重ねる中で、適
応的な行動を行い、適応的な姿勢や考え方を獲得す
ることにより十分な職業適応を果たしているなら
ば、彼らが経た適応のプロセスを見ることによって、
さまざまなタイプの教員にとって適応的な職業適応
のあり方を検討することができよう。

１.４ ライフストーリー・インタビューによる
適応プロセスの調査

そこで、本研究ではライフストーリー・インタ
ビューとよばれる質的研究の方法を用いた適応プロ
セスの探索的研究を実施する。ライフストーリー・
インタビューとは、研究対象者の自らのライフス
トーリーについての言及から、対象者の内的世界の
情報を収集する研究手法である。
ライフストーリー・インタビューはいわゆるイン

タビュー（面接）調査とは若干異なる側面がある。
多くの場合インタビュー調査は、用意された調査内
容を聞き取る「構造化された面接」である。ただし
インタビューされた調査参加者（調査対象者）はし
ばしば、用意された内容を越えた語りをすることが
多い。それは参加者が構築する世界をそのままに知
ることができる貴重な情報であるため尊重される。
こうしてある一定の構造化は保ちながら、自由な語
りをある程度許すという「半構造化面接」という形
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態をとる。
このとき、参加者が質問に答えるという形式にと

らわれず、自らのライフストーリーを語るという行
為は、主観的であるとはいえ豊かな内容になること
が多いとされる。徳田（2004)９はライフストー
リー・インタビューについて、語り手と聞き手の関
係性を重視し、参加者の経験の意味づけに焦点をあ
てることで、生成された語りの明確化や拡張が達成
されることを指摘している。
半構造化面接といえども、求められている情報は

あくまで調査対象者の持つ情報であるため、調査者
はできるかぎり聞くことに専念するということが調
査の重要な点である。しかしながらこのような調査
環境は人工的で、期待するような活発な語りを生み
出しにくいことも少なくない。
本研究の調査者と調査対象者は、いずれも「教員」

という立場を持つ点で共通している。それぞれに教
育に対する理念や技術を持ち、自らが働く現場・環
境がどのようなものであるかといった理解も持ち合
わせている。このような共通の基盤をもつことで、
調査は必要な視点により深く到達する可能性をもつ
ことになると思われる。
エスノメソドロジーのように、調査者が調査対象

者のフィールドに参加する場合、このような相互作
用を含む語りの収集が中心となることは多い。半構
造化面接を目標とした本研究の調査ではあるが、相
互が教育の関係者という共通する基盤を共有してい
るため、インタビューに独特の性質が含まれている
ことは指摘しておくべきであると思われる10。同時
にこのことにより、より豊かな情報が創発的に得ら
れる可能性も期待される。

２．研究

２.１ 方法
【調査参加者】11名の美術科・図工専科教員が調査
に参加した。それぞれのプロフィールをTable１ に
示す。11名の教員は、10名が美術系の専門学部・大
学院を卒業している。また１名が、教育学部の美術

専修及び大学院を卒業している。本研究では、美術
系大学の出身者との違いについて質問を行うため、
１名についてのみ教育学部出身の教員にインタ
ビューを行った11。
【調査方法】調査はライフストーリー・インタビュー
の手法を用いた半構造化面接を行い、調査者が参加
者に対して用意した質問項目に自由に回答する形で
行われた。
【質問項目】質問項目は主として（1）教職を志望し
た動機やエピソード （2）美術家教員としての現在
の仕事内容、やりがい、ポリシーである（Table２）。
また、参考となるエピソードとして大学時代の学生
生活、美術系学部から教員になったことについての
所感などを聴取している。ほとんどの参加者に対し
て、これらの質問が行われたが、参加者がこちらの
質問をまたずに内容に言及した場合、質問自体は行
わなかった。また関連の質問については調査者に
よって必要、あるいは回答が期待できる場合に限り
質問を行った。

２.２ 結果
それぞれの質問項目について、各教員の回答の中

で共通しているものを中心に分析を行った。
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Table 1 調査参加者のプロフィール
所属学校 年齢 性別 出身大学

中学校教諭 20代 女性 美術系学部（彫刻）

小学校教諭 20代 女性 美術系学部・大学院

小学校教諭 20代 女 性 （絵画）

高校教諭 30代 男性 美術系学部（絵画）

中学校教諭 40代 男性 美術系学部・大学院

小学校教諭 20代 女 性 （絵画）

中学校教諭(新卒） 20代 女性 美術系学部（工芸）

中学校教諭(新卒） 20代 男性 美術系学部（彫刻）

中学校教諭(新卒） 20代 女性 美術系学部（芸術学)

中学校教諭 20代 女性 美術系学部

高校教諭 20代 女性 美術系学部（彫刻）

高校教諭 20代 女性 美術系学部（絵画）

中学校・高校教諭 40代 男性 教育学部・大学院

小学校教諭 20代 女 性 （工芸）



（1）教職を志望した動機やエピソード
最も言及された動機は、美術をやることが好き

だったこと。また身の回りに強い影響を与える美術
の教員がいたことである。特に教員になることに
よって、何らかの形で制作活動を続けられるという
期待についても同時に言及された。これは先に指摘
したような「生活の糧型」の志望理由が明らかに存
在することを示している。
また。学生の間に、保育場面や教育場面で指導を

する経験をしたことや、他者の前で振る舞う経験を
したことなども言及があった。
大学時代のエピソードなどから、どの程度教員に

なることを意識していたかについては、比較的早い
時期から教員になることを意識していた者もいる

が、やはりかなりの参加者が、教員ではなく制作や
美術関係の他の職種などを当初希望していた。その
中で、教育実習など教職に関する直接的な経験の中
で、次第に教職に携わることへの興味・関心が増え
ていた。この意味で、美術系大学出身の学生は、必
ずしも早期決定型のキャリア形成を行うとは限ら
ず、自らの美術に関する活動や評価の中で、次第に
教員としてのキャリア形成を進めていくものと思わ
れる。

（2）ライフストーリーのポジティブ、ネガティブイ
ベントに関する分析。
それぞれのライフストーリーの中で、各教員が言

及したイベントについて、それがポジティブなイベ

― 108 ―

美術科教員の職業適応プロセス －ライフヒストリー・インタビューにもとづく質的検討－ 荷方邦夫

Table.2 インタビューの質問内容

教員を志望したことについて
・現在、教職について何年目ですか？
・なぜ、教員になろうと思ったか。その動機を教えて下さい。
中学や高校の美術教育や美術の先生から影響を受けましたか？
ご家族などに教員をなさっている人がいましたか、その方に影響を受けましたか？
・教員採用試験受験について。勉強や試験のエピソードなど、覚えていることを教えて下さい。

大学時代について
・美大に進学しようと思った理由などを教えて下さい。
・専攻は何で、どういう制作をしていましたか？
・制作や勉強で、楽しかったこと、思い出に残っていることについて教えてください。
・制作などで賞をとったり、社会的な発表の機会をもったことがありますか？
またそれは、具体的にはどういうものでしたか？
・作家や、企業なども含め、将来の生き方について、どのくらい考えていましたか？
・あなたにとって大学時代は、どのような時期だったと思いますか？
制作や勉強以外で、どんなことをしていましたか？

先生になってこれまでの適応について
・先生になって、仕事や学校というものに慣れるまで時間はかかりましたか。
もしかかったとしたらそれはどういう点でしたか。
・それは、これまで芸術中心に力を注いでいたり、そういう大学出身であることと関係がありますか？

現在の仕事について
・美術を教えることについて、先生のモットーや基本的な考えなどを教えて下さい。
美術を教えるということの面白さや難しさをどのように考えていらっしゃいますか？
・教員をやっているやり甲斐や実感といったものを、どこで感じますか？
児童・生徒は、先生にとってどういう存在ですか？
・お忙しいと思いますが、どのような仕事が大変ですか？
現在はどのくらい授業をお持ちですか？
・教員という仕事と（何らかの）芸術活動のバランスは、どのようにお考えですか？
ご自分と美術との現在の関わりは、どのようなものだと考えていらっしゃいますか？

（関連で必要があれば）芸術系大学出身について
・教育系大学出身の美術教員と、美大出身の美術教員との間で、異なると思われる点は一体どのようなものですか？
・美大。あるいは（理学部や工学部のように）専門学部出身で、良かったと思うことや不利だと思うことは何でしょうか？
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ントであるか、ないしはネガティブなイベントであ
るかという観点からそれぞれ分類を行い、抽出と整
理を行った。
抽出にあたっては、まず調査に携わっていない分

析者によってイベントに対するポジティブ・ネガ
ティブの評定が行われ、これを調査に携わった分析
者によって確認が行われた。ポジティブ・ネガティ
ブに関する評定に不一致は見られなかった。その
後、調査に携わった分析者によってカテゴリーに分
けられた。
分析によってカテゴリーに分けられた結果を図示

する（ポジティブイベント：Figure 1；ネガティブ
イベント：Figure 2）。それぞれの分類されたイベ
ントについては、美術に関連するイベントと美術に
直接関連しない一般的なイベントに関わる軸（第１
軸）、生徒に関連するイベントと生徒にかかわらな
い学校の業務や教育全体、あるいは教員自身に関わ
る軸（第２軸）を考えることによって、よりイベン
トのカテゴリーが構造的に表現できると思われたた
め、これに従って分類を行うことにした。
ポジティブイベントについて、最も多かったのは

生徒に関わることによって生まれるポジティブな経
験である。生徒そのものと関わること、関わりに
よってさまざまな体験ができることについては、調
査対象者すべてが何らかのポジティブな経験を行っ
ていることが示された。また、同様に生徒の成長を
見ることができるという内容の言及も見られた。ま
た、美術教育の場面において、生徒との関わりの中
から発生するイベントについても多くの言及が見ら
れた。生徒が美術の授業の中で様々な発見を行い、
意欲や喜びを持って授業をうけること。生徒の創作
の中に多くのアイディアや独創的な発想を見出すこ
と。あるいは、教師の指導について良い反応が返さ
れることなど、教員の美術観に関わる点についても
ポジティブな経験が多いことが示された。
また美術を専門とする中で、生徒や他者を「見る」

こと、対象から多くの情報を獲得することについて。
多くの参加者が自己の能力を高く評価していること
が報告から見出された。

また、教員としての自己の生活や仕事、美術との
関わりなどについてもポジティブな経験が言及され
た。美術に関連する事項についてはこれまで長い間
関係を持ち続けてきた美術に関わる仕事が出来る点
ことは、教員として生きる上で重要であると考えら
れている。
また、教員としての自己の成長、教育活動の様々

な場面における経験も大きく寄与している。美術科
の教員が学級担任を任されることは、他の教科と比
較してやや少ない傾向にあるが、担任を経験するこ
とによって教員としての成長を実感したことなども
言及された。またキャリアが進むにつれ、学年主任
などの職務を体験することによって、美術に限らな
い教員としての経験の広がりについても言及が見ら
れた。
ネガティブイベントについても、概ね同様のカテ

ゴリーで検討が可能であった。生徒に関するネガ
ティブイベントは、生徒との関係、およびコミュニ
ケーションに関するものがほとんどであった。ま
た、美術の授業に関しても多くの問題が指摘された。
特に、美術の授業時間が削減されたことにより、充
実した授業ができなくなったこと。生徒の興味・関
心・意欲を引き出すことが困難になり、十分な指導
を行うための余裕が著しく減少していることは多く
の教員が言及した。また生徒の質的変化、特に感性
や観察力、じっくりと取り組ませることなどについ
て従前と異なるタイプの生徒が増えたという印象を
指摘する教員も多かった。
自己に関わるネガティブイベントとしては、やは

り教育現場の多忙や業務の増加に関する指摘が多く
なされた。授業や校務のタスクの過大さの他、特別
支援など教科外の担当を任されるケースでは、経験
や知識の少なさがストレスになるとの報告が見られ
た。またこの結果として、自身が制作を行ったり、
美術についてゆっくり考えたりする時間がなく、教
員として、あるいは美術に携わる者としての危機感
を感じるという指摘も多くなされた。
その他、芸術表現としての生徒の活動をどのように
評価するか、その考え方や方法についても多くが課
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題を感じていること。教員相互のコミュニケーショ
ンに関する問題も比較的多くの言及が見られた。
今回のインタビューでは、比較的若い世代の教員

を中心にインタビューを行った。このことから、生
徒であれ、教員同士であれ、対人関係やコミュニケー
ションが関係するネガティブイベントの指摘が多く
見られた。これに対して、比較的長いキャリアをも
つ教員は、美術教育に関する課題や生徒の質的変化
に関する課題の割合が増加していると思われた。多
忙や業務の負担、あるいは評価の問題については世
代に関わらず多くの教員が指摘する問題とであるこ
とが示されている。

（3）その他
参加者の中には、一般的な事務能力については他

の教員より苦手だと報告するものと、同等にできる
と報告するものの２パターンがあった。
また、他の教科と異なる点として、ほとんどの教

員が自分の学校の中で唯一の美術科の教員であるこ
とで、周囲に専門的な相談をする教員がいないこと
や、情報の交換が難しいことへの言及が見られた。

３．全体的考察

本研究は学校教員の職業適応についての諸問題を
検討するため、中学校・高等学校の美術科教員を対
象として、５～20年程度の長期的な職業適応プロセ
スについて調査を行った。教員になることへの方向
づけが当初から強くなく、また芸術家として独特の
マインドをもつと考えられる対象者らが、どのよう
な適応プロセスをたどり、また学校教育に対するど
のような姿勢や見解を持っているかについて分析を
行った。以下に、全体的な議論として、本研究で得
られた内容をまとめ、重要な論点を整理する。また、
研究上の留意点や限界について述べることとする。

３.１ 美術科教員の職業適応
考察として、将来芸術活動を行うことを目的とし

て大学に進学した参加者らは、その初期の時点では

教職への志望動機は決して高くない。また生活の選
択肢が乏しい中で進路選択を行う傾向にあることが
指摘できる。その際ポジティブな印象形成に寄与す
る教師の存在は、職業選択に強い影響を与えると思
われる。
その中で、教員としての職業適応については、芸

術という表現の現場に身を置くことから生じるポジ
ティブな経験に大きく影響されることが示された。
児童や生徒の表現活動を一人の美術関係者として関
わり、表現されたものの良さや喜びを見出して成長
を実感し、そこに意義を見出すことによって達成さ
れる。単に教科としてではなく、常に美術という世
界に身をおいているという意識は、特に美術系大学
出身者として、教員であると同時に美術に携わって
いるという強い意識の現れが受け取れる。
その他多忙や過大な業務によって生活や仕事が圧

迫され、ストレスとして現れていることが示された。
教員の職務ストレスについて、文部科学省（2013)12

はその原因として、生徒指導、事務的な仕事、学習
指導、業務の質、保護者への対応、教員間のコミュ
ニケーションなどを指摘している。本研究における
ネガティブイベントの分析でもこの傾向は明らかに
現れている。先の高木らが指摘した職場の環境、授
業や学級経営、個別の生徒指導が職務葛藤の大きな
要因となるという指摘について、美術の教員も同様
の内容の指摘が行われた。また松井・柴田（2008）
らが指摘した職業的アイデンティティに関わる内容
についても、およそそれに沿った内容が、ポジティ
ブ・ネガティブな意識として見られたことは、これ
らが学校教員について共通の特性であることを示唆
している。
特筆すべきは、ネガティブな意識として、美術教

育が現在の段階で十分に行われていないという認識
がされていること、多忙化によってそもそも美術に
関わる機会が制限されていることに着目している程
度が大きいことである。これは先の議論にもあるよ
うに、美術系大学出身の教員の職務上のストレスが、
美術の活動そのものを十分に満たせないことによっ
て生じるということを明らかに示している。
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そうであるならば、美術を専攻する教員の職業適
応は、かなりの割合で自ら美術に関わることができ
る時間や機会を潤沢に支援することによって、その
適応を改善することができるといえるだろう。
また、若手の教員については、生徒や職場の同僚

などとのコミュニケーションにネガティブな経験を
感じているケースが多く見られた。教員として成長
する中で、生徒とうまく関係を作ること、あるいは
学校で接するあらゆるコニュニケーションのスキル
が上手く行くことは、ある程度時間を要する課題で
ある。しかし、これについてもより積極的な介入が
なされることによって、相当のストレスが軽減され
るのではないかと思われる。近年の学校現場の状況
の中で、若手の教員に対する社会的な支援がより密
に行われ、適応的な環境を構築することも重要な観
点であるといえよう。

３.２ 研究上の課題について
本研究では、美術系教員が自己のキャリア形成に

ついて、どのような認識を持っているかについてラ
イフストーリー・インタビューの手法を用いた調査
を実施した。ライフストーリー・インタビューは、
個人の経験をストーリーとしての「語り」として構
成する質的研究の方法である。
ストーリーとして自らの経験をとらえることは、

いくつかの意味でメリットがある。そのメリット
は、出来事の物語性（ナラティブ）として説明でき
る。ナラティブの概念は、ガーゲン（2004)13らが提
唱する概念で、質的研究の手法、その中でも特に社
会構成主義とよばれる研究でしばしば用いられる。
特徴として認識の対象を中心とした方法論から、認
識の主体を中心とした方法論への転回を含んでい
る。社会構成主義によれば、個人の認識は個人が構
成する物語（ナラティブ）がもつ視点、意味によっ
て解釈される。また、それの解釈は語り手の構築す
る文脈や文化的制約によって規定される。
その中で、調査者と調査対象者の間では、教員と

しての文脈の理解、意味の形成にもとづいて対象者
の世界が構築される。このような「同僚同士の会話」

に近いインタビューの形式が発生した点が随所に見
られている。
今回の分析では、得られた情報の普遍性だけでな

く、同じ教員としての文化に立脚した意味の構築と
いう視点から、教員の職業適応に関する内的な構造
化を行った。一般的な客観性という点では議論があ
るものの、このような研究のアプローチによってさ
らに調査データの活用を促すことについては、今後
もさまざまな議論を通しながら進めていきたいと考
える。
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